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(57)【要約】
　特に、遠心式調製デバイス内のカプセルの遠心によっ
て飲料を調製する為に設計されたカプセル（１）におい
て、
－中心軸（Ｉ）の主要キャビティ（６）を囲む格納壁を
備える本体（２）と、
－飲料用原料を含むコンパートメントを囲む為に前記本
体に関連付けられた蓋（７）と、を備え、前記カプセル
は、前記本体に位置される壊れやすい複数の出口領域を
更に備え、
前記壊れやすい出口領域は、前記中心軸（Ｉ）から一定
の距離に位置され、
（ａ）前記格納壁又は蓋における所定の開口（８，１５
）を覆い、前記壁又は蓋に接続される壊れやすい専用の
膜（９，１６）、
（ｂ）前記格納壁又は蓋における所定の開口を覆い、壊
れやすいシール接合により前記壁又は蓋に接続される専
用の膜、
（ｃ）前記壊れやすい出口領域において、前記格納壁又
は蓋の、専用の、壊れやすく、局所化されて減じられた
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠心式調製デバイスにおいてカプセルの遠心によって飲料を調製する為に特に設計され
たカプセル（１）であって、
－中心軸（Ｉ）の主要キャビティ（６）を囲む格納壁を備える本体（２）と、
－飲料用原料を含むコンパートメントを囲む為に前記本体に関連付けられた蓋（７）と、
を備え、前記カプセルは、前記本体に位置される壊れやすい複数の出口領域を更に備え、
前記壊れやすい出口領域は、前記中心軸（Ｉ）から一定の距離に位置され、
（ａ）前記格納壁又は蓋における所定の開口（８，１５）を覆い、前記壁又は蓋に接続さ
れる壊れやすい専用の膜（９，１６）、
（ｂ）前記格納壁又は蓋における所定の開口を覆い、壊れやすいシールジョイントにより
前記壁又は蓋に接続される専用の膜、
（ｃ）前記壊れやすい出口領域において、前記格納壁又は蓋の、専用の、壊れやすく、局
所化されて減じられた前記材料の厚さ、
（ｄ）任意の可能な（ａ）、（ｂ）、（ｃ）の組合せ、
のうちの任意の方法によって得られる、カプセル。
【請求項２】
　前記壊れやすい領域は、少なくとも、前記カプセルの前記最大半径の最後の半分、好ま
しくは３分の１、最も好ましくは４分の１の距離に位置される、請求項１に記載のカプセ
ル。
【請求項３】
　前記カプセルの前記周囲で周辺に分布された複数の壊れやすい領域を備え、前記領域は
、
（ａ）シール接合のようなものにより前記壁又は蓋に接続された膜（９，１６，４２）に
よって覆われた前記本体又は蓋の前記格納壁に間隔をあけて配置された所定の開口（８，
１５）であって、前記膜及び／又は前記接合が壊れやすい、前記開口と、
（ｂ）前記格納容器又は蓋に間隔をあけて配置された、専用の、予め弱められた複数のポ
イント（１２，１９）又はラインと、
から成る、請求項１または２に記載のカプセル。
【請求項４】
　前記複数の壊れやすい領域は、前記本体に形成され、特に、前記格納壁に前記カプセル
の外方に突き出たフランジ近くに形成される、請求項３に記載のカプセル。
【請求項５】
　前記膜は、アルミニウム及び／又は重合体、ＰＥ、ＰＥＴ、ＰＰ、ＰＡ、ＰＬＡ、金属
で被覆された生分解性重合体、これらの組合せのようなものから形成される、請求項１～
４のいずれか一項に記載のカプセル。
【請求項６】
　前記膜は、５～１００ミクロン、好ましくは１０～５０ミクロンの厚みを有する、請求
項５に記載のカプセル。
【請求項７】
　前記膜は、弱いラインを有する、請求項５又は６に記載のカプセル。
【請求項８】
　前記膜は、８０～１００℃の温度で液体と接触することにより、軟化、溶融、分解する
材料で形成される、請求項５又は６に記載のカプセル。
【請求項９】
　前記複数の壊れやすい出口領域は、前記蓋に形成され、特に、前記蓋の前記周囲に近く
、前記カプセルの前記外方に突き出たフランジの手前に形成される、請求項１～８のいず
れか一項に記載のカプセル。
【請求項１０】
　フィルタ（１０，１１，１４，１８，２１）は、前記壊れやすい領域に関連付けられる
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、請求項１～９のいずれか一項に記載のカプセル。
【請求項１１】
　前記コンパートメント内に液体を供与し、前記軸（Ｉ）の周りに前記カプセルを回転駆
動させ、前記液体を前記飲料用原料と相互作用させて飲料を製造することにより、遠心式
調製デバイス（３０）内で、請求項１～１０のいずれか一項に記載のカプセルの遠心によ
って飲料を調製する為の方法であって、
　前記壊れやすい出口領域に接触する前記飲料は、前記出口領域を壊し、前記遠心される
飲料が前記カプセルを通って離れる少なくとも一つの液体用出口を形成させる、方法。
【請求項１２】
　前記壊れやすい出口領域は、前記遠心された飲料の前記圧力、前記遠心された飲料の熱
による軟化又は溶融、及び／又は、遠心された飲料との接触による軟化又は分解による破
壊の任意の一つ、或いは組み合わせの効果の下で壊れる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記カプセルは、１０００～１００００ｒｐｍ、好ましくは、２５００～８０００ｒｐ
ｍで、前記出口領域の破壊を起こさせる速度又は速度範囲内の回転で駆動される、請求項
１１または１２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は、飲料淹出デバイス内で飲料を調製する為にカプセルを使用する小分けされた
飲料の分野に関する。本発明は、より具体的には、改良されたカプセル及び飲料を調製す
る為の方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　飲料用原料を含むカプセルによって飲料を調製することは知られている。一般的に、カ
プセルは、コーヒーメーカーのような飲料調製デバイス内に挿入され、そのカプセルに液
体が供与され、その液体が飲料用原料と相互作用し、そのカプセルから飲料が、圧力をか
けられて、或いは、重力で抽出される。
【０００３】
　遠心を使用することによって飲料を調製することは知られている。この原理は、主に、
カプセルの容器内に飲料用原料を準備するステップ、液体を入れ物に供与するステップ、
その入れ物を高速で回転させ、液体が原料と相互作用することを確実にすると同時に入れ
物内の液体の圧力勾配を作り出すステップからなる。液体が原料（例えば、粉コーヒー）
を横断するとき、食物化合物の抽出が起こり、入れ物の周囲で流出する液体抽出物が得ら
れる。
【０００４】
　用語「カプセル」は、あらゆる柔軟な、剛性の、或いは、半剛性の、飲料用原料を含む
パッケージ容器を指す。カプセルの他の同義語は、「ポッド」、「パッド」、「カートリ
ッジ」、「小袋（sachet）」がある。カプセルは、１回使い切りの為に設計されてもよい
。容器も同様に、ちょうど使用前にカプセルを形成するように、ユーザーによって原料で
充填されてもよい。
【０００５】
　用語「原料」は、あらゆる適した飲料物質を意味し、例えば、粉コーヒー、可溶性コー
ヒー、ハーブティー、酪農粉末、調理用粉末、ベビーフード、他の飲料用栄養原料、これ
らの任意の組合せがある。
【０００６】
　遠心力を使用してカプセルから飲料を調製する為のカプセルシステムと方法は、以下の
文献に説明されている。
EP2210539, WO2008/148604, WO2008148650, WO2008/148646, WO2008/148656 and WO2010/
026045
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【０００７】
　遠心を使用して飲料淹出デバイス内でカプセルを使用し、カプセルの閉鎖壁が除去或い
は穿孔され、飲料抽出手段の挿入を可能にすることは知られている。
【０００８】
　ＥＰ２１１９３８３Ａ１は、回転式淹出デバイスの中に挿入可能な小分けカプセルに関
連する。小分けカプセルは、ケーシング、蓋、ベースを有する。ケーシングは、開口又は
穿孔を設けることが可能である。開口は、開口上のカバーによって覆われてもよく、それ
は、デバイス内にカプセルを挿入する前にユーザーによって除去される。穿孔は、多数の
穿孔ニードルによってケーシング内に設けることが可能であり、これらは、一般的に、回
転軸に向かってデバイスの回転軸に対して半径方向に変位されている。
【０００９】
　ＷＯ２００８／１４８８３４において、その周囲に予め作られた出口を備えるカプセル
であって、その出口が気密性シール膜によって覆われたカプセルが提案されている。シー
ル膜は、壁を取り囲む柔軟性バンドでもよく、これらは、カプセルが遠心式淹出デバイス
内に挿入される前に出口の覆いを外す為に、ユーザーによって突き通され、切断され、或
いは、除去される。しかしながら、シール膜の一体構造配置のため、淹出デバイス内に適
切に位置される専用の穿孔部材を有することなく、膜の開放を適切に制御することはでき
ない。他の提案されたカプセルは、上壁、下壁、周囲シール縁を備え、シール縁は、液体
に加えられる圧力の結果として開放するように設計されている。問題は、液体の圧力の影
響によりシール縁の開放を制御する一方、開放する前には（例えば、貯蔵、運搬中）シー
ル縁でカプセルを適切に閉鎖することを確実にすることである。カプセル要素に適切な結
合を与え、更に／又は、取り扱い又は貯蔵中の原料の零れを裂ける為の閉鎖部の開放抵抗
は、遠心される飲料の圧力条件下の開放に対して適用されないことから、これは、実用的
に保証することが比較的難しい。
【００１０】
　ＷＯ２０１０／０２６０５３は、使いきり用カプセルに関し、これは、小分けされた食
品原料を含み、これらが穿孔可能なシール膜と共に気密方式でシール可能である。カプセ
ルは、ＷＯ２００８／１４８８３４のカプセルと同一の欠点がある。
【００１１】
　本発明は、より単純で、簡単な、より信頼性の高い解決策を提示し、カプセルの開放を
容易にし、飲料によって作用される遠心力効果によって飲料の放出を可能にすることを目
的とする。
【発明の概要】
【００１２】
　本発明は、そのような目的に対する解決策と、可能な追加の利点を提供する。
【００１３】
　このため、本発明のカプセルは、請求項１により規定される。従属形式請求項は、より
詳細に、本発明を更に規定する。
【００１４】
　カプセルは、特に、遠心式調製デバイスにおいて遠心によって飲料を調製する為に設計
され、
－中心軸（Ｉ）の主要キャビティ（６）を囲む格納壁を備える本体と、
－飲料用原料を含むコンパートメントを囲む為に前記本体に関連付けられた蓋（７）と、
を備え、前記カプセルは、前記本体に位置される壊れやすい複数の出口領域を更に備え、
前記壊れやすい出口領域は、前記中心軸（Ｉ）から一定の距離に位置され、
（ａ）前記格納壁又は蓋における所定の開口を覆い、前記壁又は蓋に接続される壊れやす
い専用の膜、
（ｂ）前記格納壁又は蓋における所定の開口を覆い、壊れやすいシールジョイントによっ
て前記壁又は蓋に接続される専用の膜、
（ｃ）前記壊れやすい出口領域において、前記格納壁又は蓋の、専用の、壊れやすく、局
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所化されて減じられた前記材料の厚さ、
（ｄ）任意の可能な（ａ）、（ｂ）、（ｃ）の組合せ、
のうちの任意の方法によって得られる。
【００１５】
　好ましくは、壊れやすい領域は、カプセルの最大半径の最後の半分、好ましくは３分の
１、最も好ましくは４分の１の距離に位置される。このため、壊れやすい領域は、遠心力
が最高になる領域に配置される。好ましくは、どの壊れやすい領域も、最大半径の最後の
部分の外側には位置されない。このため、これが、カプセルを離れる液体が多量の原料を
迂回しないことを確実にする。
【００１６】
　そのため、前記専用の膜又はそのシール接合、又は、前記専用の局所化されて減じられ
た厚みが、上部に加えられる遠心された飲料の圧力によって、及び／又は、壊れやすい出
口領域を軟化、溶融及び／又は分解するカプセル内で遠心された飲料と接触することによ
って、選択的に壊れ、少なくとも一つの液体出口を形成するように構成され、その液体出
口を通って、遠心された飲料がカプセルを離れることができる。特に、淹出デバイスに専
用の穿孔可能な膜を設ける必要性は解消される。
【００１７】
　壊れやすい領域の減じられた引き裂き抵抗は、本体及び／又は蓋の隣接する壊れやすい
領域の引き裂き抵抗と比較されるべきである。減じられた引き裂き抵抗の領域は、破裂し
やすく、本体及び／又は蓋の内周囲で遠心飲料の圧力を加える際に流体通路を形成する区
域を与える。
【００１８】
　そのため、知られた従来技術に反して、カプセルの壁に設けられる、提案された専用膜
、壊れやすいシール接合、局所化されて減じられた厚み、或いは、それらの組合せを用い
た解決策は、より簡単にカプセルの飲料用出口の開口を飲料の圧力等により制御すること
を可能にする。その結果、液体が飲料用原料と接触する時間は、より正確に測定可能であ
り、飲料（例えば、コーヒー抽出物）の品質に手を入れることが可能である。この解決策
は、本質的に、カプセルの主要格納壁の密閉とは無関係である。そのため、カプセルは、
全体的に製造するのが簡単であり、開口は、専用の開口手段によって、より簡単に制御さ
れる。特に、専用の壊れやすい領域を含むカプセルの要素（例えば、本体又は蓋）は、カ
プセルの他の要素（例えば、蓋又は本体）とは無関係に製造可能である。
【００１９】
　より具体的に、カプセルは、カプセルの周囲の周辺に分布された複数の壊れやすい領域
を備え、その領域は、
（ａ）シール接合により前記壁又は蓋に接続された膜によって覆われた本体又は蓋の格納
壁に間隔をあけて配置された所定の開口であって、膜及び／又は接合が壊れやすい、開口
と、
（ｂ）格納容器又は蓋に間隔をあけて配置された、専用の、予め弱められた複数のポイン
ト又はラインと、
から成る。
【００２０】
　ある形式において、複数の壊れやすい領域は、本体に形成され、特に、格納壁の大きな
区域に、カプセルの外方に突き出たフランジの下に形成される。格納壁の大きな区域は、
好ましくは、本体のカップ状格納壁の上方に広くなっている環状部である。
【００２１】
　膜は、アルミニウム及び／又は、重合体、ＰＥ、ＰＥＴ、ＰＰ、ＰＡ、ＰＬＡ、金属で
被覆された生分解性重合体、これらの組合せのようなものから形成される。
【００２２】
　膜又はフォイルは、５～１００ミクロン、好ましくは１０～５０ミクロンの厚みを有し
てもよい。
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【００２３】
　膜は、平らな膜でもよく、或いは、弱いラインを有し、所定領域で膜の引き裂きを助長
させてもよい。
【００２４】
　膜のような壊れやすい領域は、８０～１００℃の温度で液体と接触することにより、軟
化、溶融、又は分解する材料から形成されている。その結果、壊れやすい領域（例えば、
膜）は、遠心圧力と熱い液体との接触の、組み合わされた効果の結果、壊れる。
【００２５】
　他の形式において、複数の壊れやすい領域は、蓋に形成され、特に、蓋の周囲に近く、
カプセルの外方に突き出たフランジの手前に形成される。好ましくは、所定の開口を覆う
膜のシール接合部及び／又は膜、或いは、予め弱められたポイント又はラインのような壊
れやすい領域は、０～１２ｍｍ、好ましくは０．１～１０ｍｍの距離だけカプセルのフラ
ンジから遠ざけられている。
【００２６】
　好ましくは、複数の所定の開口又は予め弱められたポイント又はラインは、全て、カプ
セルの最大半径の少なくとも最後の３分の１、最も好ましくは最後の４分の１の距離に位
置されている。好ましくは、どの開口や予め弱められたポイント又はラインも、最大半径
の、この最後の部分の外側には位置されない。このため、カプセルを離れる液体が多量の
原料を迂回しないことが確実になる。
【００２７】
　全ての異なる形式において、フィルタは、壊れやすい領域と関連付けられている。例え
ば、当該領域は、フィルタによって覆われている。フィルタは、前記領域に隣接して配置
されてもよく、或いは、当該領域から遠ざけられてもよい。
【００２８】
　フィルタは、織布又は不織布の重合体、セルロース（例えば、濾過紙）、天然繊維、こ
れらの組合せの中から選択される材料から形成されてもよい。
【００２９】
　本発明は、前記コンパートメント内に液体を供与し、前記軸（Ｉ）の周りにカプセルを
回転駆動し、液体を飲料用原料と相互作用させて飲料を製造することにより、遠心分離調
製デバイスにおいて、前述したように、カプセルの遠心分離によって飲料を調製する為の
方法に関し、少なくとも一つの壊れやすい出口領域に圧力を加える前記飲料は、その出口
領域を壊し、遠心された飲料がカプセルを通って離れる少なくとも一つの液体用出口を形
成させる。
【００３０】
　本発明の方法によると、壊れやすい出口領域は、飲料の圧力、飲料の熱による材料の軟
化又は溶融、及び／又は材料の液体との接触による軟化又は分解による機械的破壊の任意
の一つ又は組合せの影響の下に壊れる。
【００３１】
　カプセルは、好ましくは、１０００～１００００ｒｐｍ、好ましくは、２５００～８０
００ｒｐｍで、出口領域の破壊を起こさせる速度又は速度範囲内で回転駆動される。
壊れやすい領域で得られる液体の対応圧力は、約０．５～３バールであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
　本発明の追加の特徴は、以下の図面の詳細な説明に記載される。
【図１】図１は、本発明の第１実施形態に従うカプセルの斜視図を示す。
【図２】図２は、図１のカプセルの平面Ａ－Ａに沿った断面図を示す。
【図３】図３は、図２のカプセルの詳細を示す。
【図４】図４は、飲料抽出中の、図２のカプセルの詳細を示す。
【図５】図５は、第２実施形態に従う図２のカプセルの詳細を示す。
【図６】図６は、第３実施形態に従う図２のカプセルの詳細を示す。
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【図７】図７は、抽出中の、図６のカプセルの詳細を示す。
【図８】図８は、第４実施形態に従うカプセルの詳細を示す。
【図９】図９は、飲料抽出中の、図８のカプセルの詳細を示す。
【図１０】図１０は、第５実施形態に従うカプセルの詳細を示す。
【図１１】図１１は、飲料抽出中の、図１０のカプセルの詳細を示す。
【図１２】図１２は、図１０，図１１のカプセルの平面図を示す。
【図１３】図１３は、飲料調製デバイスにおける飲料抽出中の、本発明のカプセルを示す
。
【図１４】図１４は、第６実施形態に従うカプセルの詳細を示す。
【図１５】図１５は、飲料抽出中の、図１４のカプセルの詳細を示す。
【図面の詳細な説明】
【００３３】
　第１モードのカプセルは、図１～図４に示されている。この第１モードに従うカプセル
は、格納壁、すなわち、底部３及び側壁４を有する本体２を備える。本体は、ほぼカップ
状でもよい。周囲のフランジ５は、側壁４の上部分から外方に延びている。キャビティ６
は、フランジの内縁により画成され、中心軸「Ｉ」に沿って延びている。しかしながら、
キャビティの断面は、円形外郭へと必然的に制限され、格納壁の形状に依存して楕円又は
多角形でもよい。そのため、フランジは、キャビティを取り囲む環状の境界を形成する。
それにより、本体は、中心軸「Ｉ」のキャビティ６を形成し、粉コーヒーの測定量のよう
な飲料用原料を受ける。キャビティは、フランジ５にシールされてもよい蓋７によって閉
鎖される。たとえば、蓋は、主要下部と環状境界部を備えるＵ字状を有し、環状境界部は
、本体の側壁の内部表面にシールされている。境界部は、フランジに接続された上方及び
外方延長部又は単純な上方延長部でもよい。もちろん、他の多くの蓋及び本体の構造的変
形例が可能である。
【００３４】
　この第１実施形態では、一連の壊れやすい出口領域が設けられている。これらの領域は
、側壁４の周囲、好ましくは、フランジ５の近傍に分布され、ここで、壁４が広がる。出
口領域は、全てが、カプセルの最大半径「Ｒ」の最後の４分の１、最も好ましくても、最
後の８分の１部分に位置されていることに留意すべきである。そのような半径「Ｒ」は、
軸「Ｉ」と、カプセルの最も遠い地点（例えば、中心軸「Ｉ」からフランジの最も遠い地
点）との間で測定される。領域は、一連の、予め作られた開口８によって形成され、同様
に、壁４の周囲に分布されている。壊れやすい膜９は、前記開口の各々を覆う為に内部に
配置されている。膜は、適した接着性によって側壁の内部表面にシール可能である。膜は
、気密シール可能である。リボン形式の単一膜は、開口８の幾つか、好ましくは全てを覆
う為に、接着するように接続されてもよい。また、異なる開口（例えば、開口当たり１つ
の膜）を覆う幾つかの膜を有することも可能である。側壁の反対側の表面には、フィルタ
１０が、接着するように接続される。フィルタは、また、幾つかの開口、好ましくは、全
ての開口を覆うリボンから形成されてもよい。フィルタは、圧力降下が低くなるように構
成され、遠心された液体によって偶然に引き裂かれる危険性を防止する。
【００３５】
　（全ての実施形態に対して）一般的に、フィルタは、膜または他の破壊手段の圧力損失
より非常に低い圧力損失を与えるように設計されている。このため、フィルタは、好まし
くは、紙製フィルタ、天然及び／又は合成繊維から形成された織布又は不織布、或いは、
これらの組合せである。フィルタの孔径は、約１０～２５０ミクロンであり、好ましくは
、５０～１５０ミクロンである。フィルタは、材料及び孔のサイズに依存して、約１００
ミクロン～３ｍｍの厚みを有してもよい。
【００３６】
　もちろん、幾つかの膜及び／又はフィルタは、個々に、開口を覆うような大きさにする
ことができる。
【００３７】
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　膜も同様に、壁と共通の注入、又は、壁と共通の積層によって形成可能である。注意す
べきことは、膜が一つ以上の弱いラインを含んでもよく、所定領域又は複数の所定領域内
で膜を引き裂くことを促進させてもよいことである。弱いラインは、概して、所定ライン
又は外郭に沿って膜の引き裂き抵抗を減じる為に、例えば打出機（stamp）による変形、
或いは、膜の厚みの一部除去である。
【００３８】
　開口は、開口の表面領域における厚みの全て又は一部を除去、或いは、成形、打ち抜き
加工（die-stamping）によって形成されてもよい。そのような除去は、レーザー、機械的
な引掻傷（scoring）、化学的エッチングによって得られてもよい。
【００３９】
　図４に示されるように、カプセルは、飲料調製デバイス内の軸「Ｉ」の周りにカプセル
が回転されるとき、そのカプセル内で液体の圧力勾配が生み出され、圧力勾配は、軸「Ｉ
」（数値がゼロの場所）から、周囲に向かって、より具体的には、壊れやすい領域で、漸
次増加する。そのため、膜９は、上部に作用する液体の圧力によって外方に引き延ばされ
る。破壊強度は、（液体内に気泡が含まれる可能性を考慮しつつ）液体または流体の一定
の圧力閾値で達成され、結果として生じる開口８とフィルタ１０を通る飲料が放出される
。
【００４０】
　図５は、図１～図４のカプセルの変形例を示し、ここで、フィルタ１１は、膜９の上流
側に配置される。例えば、フィルタは、飲料用原料（例えば、粉コーヒー）を含む多孔性
のバッグである。バッグは、水の注入を可能にする為に中央凹部を備えた円環面（torus
）、或いは、蓋付きカップ、或いは、いっしょにシールされた２枚のフィルタシート、或
いは、立方体のバッグのように形成されてもよい。
【００４１】
　他の可能な変形例（図示せず）において、膜は、側壁４の外部表面に配置可能であり、
フィルタは、側壁の内部表面に配置可能である。他の可能な変形例において、膜とフィル
タは、ともに積層され、壁の外部表面又は内部表面に一緒に配置される。
【００４２】
　図６又は図７に示される発明のカプセルの、異なる実施形態において、側壁４は、複数
の弱いポイント１２又は弱められた短いラインを形成する薄い厚みを有する。ポイント又
はラインにおける厚みは、壁自体の材料変更を必要とすることなく、残りの側壁の厚みと
比較すると、減少されている。
【００４３】
　これらのポイント又は短いラインは、好ましくは、圧力が掛けられた液体の影響、更に
、材料を軟化する熱い液体による破壊のとき、小さな開口を形成するような大きさになっ
ている（図７）。ポイント又はラインは、側壁の円周の周りに分布可能である。例えば、
４～５０個のポイント又はラインが存在してもよい。減じられた厚みの各ポイントは、例
えば、０．２～２ｍｍの直径でもよい。ラインは、もしあれば、１～５ｍｍの長さ、０．
２～１ｍｍの幅の短い（例えば、直線からなる）弱められたラインでもよい。領域の周り
の壁の厚みは、０．５～２ｍｍでもよく、壊れやすい領域の厚みの減少は、そのような正
常な厚みの３０～９５％でもよい。
【００４４】
　壁の材料は、プラスチック、アルミニウム、澱粉系材料、これらの組合せの中から選択
された材料で形成可能である。材料は、結晶性又は半結晶性ＰＥＴ（ｃＰＥＴ）、結晶性
又は半結晶性ポリ乳酸（ｃＰＬＡ）ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）、ＰＬＡ（ポ
リ乳酸）及びこれらの組合せのような、ポリエステルのように熱い液体との接触によって
軟化する材料でもよい。
【００４５】
　ポイント又はラインの構造は、壁自体の材料の化学的エッチング、射出成形、熱成形、
機械的打出、エンボス加工、切断、レーザー彫刻によって得られてもよい。壁は、この実
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施形態で示されているように、側壁又は、他の実施形態と関連して後に説明されるように
、蓋でもよい。
【００４６】
　フィルタ１４も同様に、壊れやすい領域１２、すなわち、外部又は内部のいずれか一方
で予め弱められたポイント又はラインを覆うように配置される。
【００４７】
　図８及び図９の実施形態は、図１～図４の実施形態の変形例である。この新しい実施形
態において、壊れやすい領域は、壊れやすい膜１６によって覆われた貫通した開口１５を
設けることにより、カプセルの蓋に形成される。また、フィルタ１８は、例えば、蓋の最
上表面に設けられる。膜は、示されるように、蓋７の内部表面に配置可能であり、代替え
的に、蓋の外部表面に配置可能である。カプセルが、比較的高速で回転駆動されるとき、
飲料は、側壁４の広くなる形状のため、上方に流れる。膜１６は、壊れ、飲料は、フィル
タ１８を通って流れることができる。フィルタ１８も同様に、カプセルのフランジ５にシ
ールされ蓋を覆う大きなディスクとして形成可能であることに注意すべきである。他の可
能な変形例において、フィルタは、蓋の下に配置され、フランジに、或いは本体の内部表
面上に、或いは、その内側の表面にシールされるか、その内部の表面にシールされる下層
でもよい。フィルタは、例えば、発泡材料の一片は、カプセルに接続することなく、原料
の表面に緩く配置されてもよい。
【００４８】
　図１０－図１２の実施例において、蓋７は、小さな、予め弱められたポイント１９を備
え、或いは、蓋自体の材料の厚みで設けられた短いラインを備える。例えば、ポイント（
又はライン）は、十分に一緒に閉じられた数多くのポイント（例えば、３つのポイント）
でグループ化されてもよく、各々の単一ポイント（又はライン）の領域より広い壊れやす
い領域２０を構成する。この場合、各々の個別ポイントによって作り出される開口は、壊
れるとき、これらのポイントのうちの幾つかを横切って拡大し、より大きな開口を形成す
る。その結果、より小さい予め弱められた構造を形成し、その一方で、飲料を流す為に十
分に広い開口表面を設けることが可能である。また、蓋７からキャビティ６を分離するフ
ィルタ２１を有することも、利点があり得る。フィルタは、本体のフランジでシールされ
てもよい。
【００４９】
　図１３は、例えば図１０及び図１１に記述されたようなカプセルを備える飲料調製シス
テムを示す。カプセルは、デバイス３０内、特に、カプセルの本体を適切に参照する為に
形成され寸法が決められた、回転して装着されるカプセルホルダ３１に挿入される。液体
インターフェース部材３２は、カプセルの蓋７に相対的に係合される。その結果、蓋は、
中央インジェクタ３３によってその中心で穿孔されるようになる。カプセルホルダ３１に
よって形成される淹出ユニットと液体インターフェース部材３２の両方が、カプセルを固
定させて保持する。特に、液体インターフェース部材の周囲締付け部３４は、バネ付勢方
式（図示）又は固定方式でカプセルのフランジと係合する。カプセルのフランジは、カプ
セルホルダの支持部３５と、そのような締付け部との間で、締め付けられるようになる。
突起及び／又はチャネルは、更に、カプセルのフランジに存在し、カプセルのフランジと
締付け部３４及び／又は支持部３５との間の隙間を維持してもよい。そのような隙間は、
プライミング中（例えば、カプセルに液体を充填することを可能にする間）のガスの排出
、及び／又は、飲料の排除の為に必要である。
【００５０】
　飲料の抽出を実行する為に、淹出ユニットは、カプセルホルダ３１にリンクされた回転
モータ３６によって、比較的高速回転（例えば、５００－１００００ｒｐｍ）で回転駆動
され、液体は、インジェクタ３３を通ってカプセル内に供与される。そのような液体は、
タンク３７から来て、重力又はポンプ３９によって液体ヒータ３８（例えば、サーモブロ
ック、カートリッジヒータ、ボイラ）を循環する加熱水でもよい。ホルダ３１及びプレー
ト３２によって形成される淹出ユニットは、その中に挿入されるカプセルと共に回転され
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るので、飲料用原料の質量４０は、格納容器（側壁と蓋）の内部周囲にコンパクト化され
ている。十分な回転速度（例えば、２５００－８０００ｒｐｍ）において、液体は、結果
としてコンパクト化された質量４０を横断し、原料と相互作用して飲料又は液体抽出部を
形成するように押し込まれる。予め弱められた領域の圧力は、約１～３バールの数値に達
してもよい。圧縮された液体は、蓋を通して予め弱められた領域（ポイント又はライン）
を押し進み、破壊し、それによって、多数の開口４１を作り出す。破壊原理は、その領域
に作用する液体の水力／機械的圧力によって得られてもよく、或いは、液体の水溶性媒体
と共に、その領域を構成する材料の溶解のような他の原理によって得られてもよい。それ
は、液体自体の熱によって得られてもよい。最後に、液体の圧力と熱のような組み合わさ
れた効果も含まれてもよい。そのため、飲料は、デバイスの締付け部３４とフランジとの
間で排除可能である。当該システムの構成に依存して、締付け部３４は、フランジと共に
、開くバルブ手段を形成してもよく、或いは、ＷＯ２００８／１４８６４６に記載されて
いるように、液体の一定圧力閾値がバルブ手段で形成されるときだけ拡大する。飲料は、
その後、衝撃壁４２に対して放出され、飲料用ダクト４３を経て収集される。
【００５１】
　図１～図７のカプセルの状況において、デバイスは、飲料が、カプセルホルダ３１内に
、或いは、カプセルホルダの支持部３５とカプセルのフランジ５との間に設けられた通路
を通って排除されることを許容するように構成される。
【００５２】
　図１４及び図１５の実施形態において、壊れやすい領域は、壊れやすいシール接合部４
３によって蓋にシールされた膜４２により覆われた開口８によって形成される。シール接
合部４３は、膜よりも低い引き裂き抵抗を有する接着性でもよい。フィルタ２１は、蓋の
上部表面に設けられている。図１５に示されるように、カプセルが回転されるとき、飲料
は膜を押し付ける圧力を膜に作用させ、シール接合部に破壊又は層間剥離を引き起こすポ
イントまで膜４２を変形させる。もちろん、膜は、蓋の外部表面にシールされてもよい。
フィルタは、また、開口８又は膜４２と、原料との間のキャビティの内側に配置されても
よい。もちろん、壊れやすい領域の開口は、シール接合部４３の層間剥離と膜の破壊との
組合せでもよい。
【００５３】
　もちろん、膜の為の、壊れやすいシール接合部は、本体に付けられてもよい。
【符号の説明】
【００５４】
２     本体
３     底部
４     側壁
５     フランジ
６     キャビティ
７     蓋
８     開口
９     膜
１０   フィルタ
１１   フィルタ
１２   ポイント
１４   フィルタ
１５   開口
１６   膜
１８   フィルタ
１９   ポイント
２０   領域
２１   フィルタ
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３０   デバイス
３１   カプセルホルダ
３２   液体インターフェース部材
３３   中央インジェクタ
３５   支持部
３６   回転モータ
３７   タンク
３８   液体ヒータ
３９   ポンプ
４１   開口
４２   衝撃壁
４３   飲料用ダクト

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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【図１０】 【図１１】
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【図１４】 【図１５】
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【要約の続き】
前記材料の厚さ、
（ｄ）任意の可能な（ａ）、（ｂ）、（ｃ）の組合せ
のうちの任意の方法によって得られる、カプセル。
【選択図】　図１
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